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研究成果の概要：栃木県と埼玉県の清酒製造業をおもな事例として，従来型の酒造出稼ぎ人が

減少した背景と，それによって生じている労働組織・労働形態の変化，技術継承の新たな試み

などを，近現代の長期的な視点から調査・分析した。 
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１．研究開始当初の背景 

近世以来，冬季の就業機会に恵まれていな

い農村の出稼ぎ労働者にとって，清酒製造業

は農家経営を維持するための最大でかつ最

も重要な就業先であった。なぜなら，酒造出

稼ぎは冬に行われるため，本業の農業と仕事

の時期が重ならず，したがって本業を続ける

のに支障が少ないからである。また，それは

賄い付きで，就業期間中ほとんど休みなく働

けるので，実入りの多い仕事であった。 

ところが近年，酒造出稼ぎ人がとくに新潟

県で急速に減少している。そこで，これまで

越後杜氏を数多く採用してきた関東地方の

酒造家は，1980 年頃から酒造りの担い手を南

部杜氏に切り替え始め，さらにはバブル経済

崩壊以降にはそれを家族と地元労働力に求

めるようになっている。これによって，従来

の蔵人制度による酒造技術の継承は困難と



なり，家族と地元労働力による酒造りは勤務

体制を大きく変更させるに至っている。 

そこで，本研究では酒造出稼ぎ人が減少し

た原因と，その結果として酒造家が酒造りを

続けていく上での諸問題を明らかにしよう

とした。 

 
 
２．研究の目的 

 酒造出稼ぎの後継者不足を家業経営や地

元周辺労働市場との関連から明らかにする

研究はすでに存在するが，酒造技術の継承問

題については，管見の限りほとんど研究の蓄

積がない。そこで，本研究では越後杜氏と南

部杜氏，酒造家の家族と地元労働力による酒

造りそのものの比較研究に重点をおく。 

また，従来型の酒造出稼ぎ人が急速に減っ

たことで伝統的な徒弟制度が崩壊する中，ど

のように酒造りの技術を継承していくのか，

また酒造労働力の住み込みから通勤への変

化は，労働組織と労働形態にどのような影響

を与えているか明らかにする。 
 
 

３．研究の方法 

まず，酒造技術や労働力に関連した資料が

比較的多く残っている埼玉県を対象として，

おもに近代期以降の資料調査をおこなった。

利用したおもな資料は，入間市博物館所蔵の

友野家文書である。これにより，従来の技術

習得や労働力編成の状況を把握した。これに

関連して，酒造技術の全国的な変化の様子や，

越後杜氏の分布と出稼ぎ先などを明らかに

するため，新潟県でも上越市所蔵の故坂口謹

一郎氏収集資料や柏崎市立図書館所蔵の杜

氏名簿により，資料調査をおこなった。 

次に，栃木県の酒造家と酒造組合への聞き

取り調査をおこなった。なぜなら，越後杜氏

の数が急激に減りつつある中で，栃木県には

比較的越後杜氏が多く残っているからであ

る。ただし，多いとはいっても数軒の酒造家

に杜氏だけが勤めている状況で，越後杜氏の

伝統的な親方制度はほぼ消滅している。残っ

た杜氏についても，高齢化が進んでおり，こ

の先何年続けられるか不安な状況である。南

部杜氏，丹波杜氏と並んで三大杜氏と呼ばれ

てきた越後杜氏ではあるが，彼らに関する調

査研究はいよいよ緊急性を増してきている。 

一方，栃木県では，新たな酒造りの担い手

として下野杜氏が育ってきている。下野杜氏

とは，栃木県酒造組合と栃木県産業技術セン

ターが協力してつくった新しい技術者認定

制度であり，おもに酒造家の家族や地元労働

力を対象として，認定試験をクリアした人々

に与えられる称号である。本研究では，この

下野杜氏と酒造講習会に対する調査にも重

点をおいた。 

そして，従来型の南部杜氏・越後杜氏と地

元労働力による酒造りを比較し，技術の習得

方法や，１日ないし１年の仕事内容にどのよ

うな変化が生じているのか調査した。 
 
 

４．研究成果 

1)伝統的な酒造り 

 まず，伝統的な酒造技術と労働力編成に関

連した研究成果として，越後杜氏の分布と出

稼ぎ先にもともと地域的な偏りがあり，それ

が越後杜氏の 1980 年代以降における減少率

の地域差と関わっていることが明らかにな

った。これは，おもに兼業先の有無と酒造労

働者の人事権を杜氏が掌握していることに

基づく。 

後者についてもう少し詳しく述べると，従

来の杜氏制度が解体されるに至った近年ま

で，酒造家側に酒造労働者の人事権がなく，

したがって杜氏がおもに出身村落で編成し

た労働力以外の混成チームが存在しなかっ

た。このため，杜氏組合の組織力やそれを支



える村落の経済事情などが，越後杜氏の急速

な減少につながってしまった。 

また，現代につながる越後杜氏の近代的な

酒造技術は，大正時代における醸造試験所と

酒造家の技術革新や，杜氏組合と税務署によ

る技術指導によるものであるが，その後は杜

氏の技術を部下が目で盗むという一般的な

徒弟制度に変化していた。このような閉鎖性

は，近年における酒造出稼ぎ労働者の急激な

減少による技術継承の危機が契機となって

解消されつつある。それに代わって技術継承

の核になりつつあるのが，県の技術指導者と

国税局の鑑定官，そして酒造家間のネットワ

ークである。とくに，酒造家経営者の子息を

同業者が雇用し，製造の実務経験を積ませる

機会が増えていることと，同業者同士での酒

造研究会が催されていることは，酒造りの技

術を同業者に広く継承し，酒質を向上させる

のに大きな効果をあげていた。 

 

2)近年における酒造技術の変化 

近年の酒造技術と労働力編成の変化につ

いては，地元労働力の育成が単なる技術継承

にとどまらず，技術革新を促進している側面

がみられた。これは，新たな酒造りの担い手

となりつつある酒造家経営者やその子息が，

被雇用者よりも自己責任に基づいた挑戦的

な酒造りをやりやすいという背景から生じ

ている。結果として，生酛や山卸廃止酛，あ

るいは木桶仕込みといった難しい技術でつ

くった清酒が増えている。 

また，酒造労働力の多くが地元採用になっ

たことで，地元で最近開発された酒造米と酵

母を使った清酒をつくる試みが多くの酒造

家でみられた。実績のある山田錦や日本醸造

協会の協会酵母に比べて，最近開発された

「とちぎ酒 14」という酒造米や「とちぎ酵母」

を使っての酒造りは決して容易でない。しか

し，個性化と地元ブランドの確立を目的とし

て，毎年少しずつ操作方法を変えながら，実

験的な酒造りが進められていた。 

 もう１つ，技術面で重要なのは，酒蔵環境

と技術の数値化である。現代の酒造りにおい

ては，気温，湿度，酒蔵用水の水質といった

基本データの他，麹の温度，醪の分析値など

が頻繁に集められ，表計算などで解析されて

いる。そして，どのような環境下で何の操作

を選択したことにより，その後の酒質がいか

に変化したかといった実績が数値で蓄積さ

れている。これは，できるだけ感覚に頼らず，

酒造りの担当者が代わっても，常に同じよう

な酒質を再現するための基礎データとなっ

ている。このように，酒造りの技術を継承し

ていくための知識は，季節出稼ぎの杜氏に頼

っていた従来と異なり，酒造家に蓄積されて

きている。 

 

3)現代の酒造りにおける労働力編成の特徴 

 一方，労働力編成については，依然として

難しい問題を抱えている。まず，労働力の供

給源が北陸や東北といった従来の出稼ぎ地

域からハローワークを通じての地元採用へ

と転換したことにより，経験者の雇用が極め

て困難になっている。さらにいえば，未経験

者を採用するにしても，農学や生物学の専門

知識を持つ者が望ましいが，現実には酒造り

とほとんど関係のない分野からの採用が多

い。したがって，酒造家は未経験者に一から

職業訓練を施す必要に迫られている。 

 また，人事権が杜氏から酒造家経営者に移

ったことと，清酒消費の低迷があいまって，

人件費削減の傾向が強まっている。ただし，

無理な人員削減は，酒造労働者に病気やケガ

が生じるなどの非常時があった場合，製造工

程に困難をきたすことや，自社で後継者を育

成する幅を狭めてしまうといった問題を孕



んでいる。 

 これに対しては，１人の酒造労働者が複数

の持ち場を担当して，非常時に対応できる体

制を整えている酒造家と，反対に各酒造労働

者の持ち場を１ヶ所に限定することで，徹底

したデータの蓄積と管理をおこない，各担当

者の専門性を維持したまま，入れ替えをスム

ーズにさせようとしている酒造家がみられ

た。後者の方が従来型の労働力編成に近いが，

1 社当たりの酒造労働者数が全体的に減少傾

向にある中で，前者を選択する酒造家の方が

今後増加していくと推測される。 

 さらに最後の点は，小規模・零細酒造家の

長期的な展望にも関わる重要なことである。

小規模・零細酒造家では，経営者の子息が酒

造りを担当しているケースがたいへん多く

なっている。この場合，親が社長で子息が専

務兼杜氏を担うのが一般的だが，社長が現役

を退いた後の後継者問題が難しい。清酒は製

造時期と消費の拡大する時期が冬季に集中

しているため，１人で製造と販売の両方を担

当することが困難である。しかし，現社長の

子息で製造の責任者は，近い将来社長を継い

で販売と製造のどちらを担うか選択せざる

を得ない。その時，もう一方の担当者を今か

らいかに育成しておくかが重要な課題とな

っている。 

 以上のように，従来型の季節労働者が激減

する中，酒造技術の継承は酒造家家族と地元

労働力によって急速に進んでいるが，さらな

る後継者の育成においてはいくつの課題を

抱えている状況であった。 
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